
本書について

本書は、普通ボイラー溶接士及び特別ボイラー溶接士免許試験の過
去の公表問題も参照しながら受験用としてとりまとめたものです。実
際の試験科目と同じく全８科目から構成しています。数多くの問題を
掲載していますので、受験に向けて十分な演習ができます。これらの
問題を解いていくことで、ボイラー溶接士が職務を適切に実施するた
めに必要な内容や、実際に役立つ知識なども身に付けられるようになっ
ています。本書の使い方は次のとおりです。

１．�各問題には、当協会が発行している「ボイラー溶接士教本」の
参照先を記載しています。わかりづらい点や理解を深めたいとき
など、教本と合わせて学習することで確実に理解力がアップする
ものと考えます。

２．�本問題集では、解答の頁を問題の頁の後ろにまとめて掲載して
います。解答部分を切り取って使用することで、問題を解きなが
ら答え合わせが簡単にできます。

３．�各科目の解答頁ごとに過去の出題傾向をふまえ、学習のポイン
トを説明しています。どのような問題が出題されやすいのか、間
違えやすい箇所はどこなのかについても触れていますので、ポイ
ントを確認しながら効率的に学習しましょう。

当協会が発行している「ボイラー溶接士免許試験受験準備関係図書」
については、巻末の書籍の案内をご参照ください。

本書において引用書籍及び参考書籍は下記のとおりです。
図書の名称は次のように省略して表記しています。
・ボイラー溶接士教本　→　「溶接士教本」
・ボイラー及び圧力容器安全規則　→　「ボ則」
・ボイラー構造規格　→　「ボ構規」
　（巻末の受験対策関係図書の案内参照）
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